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住宅・建築物耐震改修等事業　国庫
補助金１/3

住宅・建築物耐震改修等事業　国庫補
助金１/3

1,646
2,468

5,800

その他特定財源の名称・補助基本額・
率
地方債の区分と充当率等

住宅・建築物耐震改修等事業　国庫
補助金１/3

107,871 1,905
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）

昭和55年築の旧耐震基準による建築物に対し、耐震性を確保し、災害時の拠点施設としての機能を果たす必要がある
ため。

災害時拠点施設としての機能を発揮し、市民が安心して利用できる公共施設となる。

計画通り達成できた。

競争入札を行うことにより、事業費の縮減に成果をあげる。
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平成１９年度 決算内容

市民及び職員の安全確保に努めるとともに、大規模地震等の災
害時の防災拠点となるため、耐震改修することで総合的な防災力
の基盤強化が図れる。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 補助 事業類型

一式

・平成20年度に耐震診断調査を実施した。 ・阿山支所は、平成20年度には大規模地震等の災害時の防災
拠点施設となるため、耐震診断を実施した。その結果、下階壁
抜けが存在することにより、その壁抜け柱の圧縮破壊の可能性
が高いため、補強計画及び耐震工事実施設計委託を平成
22年度に実施する。
・公共マスまでの排水設備工事と浄化槽の撤去工事を実施す
る。
・空調システムの全面改修で、直膨式マルチエアコン＋空冷H/P
パッケージエアコンを設置する。

4
年間運営費
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単位指標設定の考え方

耐震診断調査3％、補強計画及び工事実施設計委託
7％、耐震補強工事90%とし、全体を１００％とする。

公共下水道排水設備工事

％
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